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バレイショ新品種「オホーツクチップJの育成
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パレイショ fオホーツクチップ」は北海道立北見農業試験場馬鈴しょ科(農林水産省ばれいしょ育種指定

試験地)で育成されたジャガイモシストセンチュウ抵抗性のポテトチップ用品種である。 1991年にジャガイ

モシストセンチュウ抵抗伎を有する早生でポテトチップ適性の優れる加工食品用品種の育成を自擦として

「アトランチックJを母， rND860-2Jを父として交艶し，以降各世代の選抜試験等に供試した。 1999年から

は「北育2号j の地方番号で奨励品種決定調査等に供試し，成躍が優れていたため， 2004年に北海道の優良

品種として認定された。また， 2005年農林水産省において「ばれいしょ農林52号j として農林登録され「オ

ホーツクチップ」と命名， 2007年3月に品種登録された。

fオホーツクチップj は早生で，収穫直後から翌年1月までのポテトチップカラーが「ワセシロJ，rトヨ
シロJより優れる。ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有し，そうか病に対しでも中程度の抵抗性を持つ。

「オホーツクチップ」はポテトチップ原料用「ワセシロj， rトヨシロj の一部に置き換えることにより，
高品質原料の安定供給と生産拡大に寄与することが期待される。

l 緒 区コ

加工食品用パレイショは， 1970年代後半から需要が伸

び始め，現在ではでん粉原料用，生食用を含めた道内産

の消費量の2割を占めるまでになっている。加工食品用

で最も多くを占めるポテトチップ用の原料は，中王手生の

fトヨシロ J14)を主力とし，早生の fワセシロ J3}，中晩

生の f農林1号J16) iJ'S.用いられてきた。しかしながらこ
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れらの品種は，貯蔵中にチップカラーを悪化させる還元

糖が増加しやすいため，よりポテトチップ適性の高い品

種が求められてきた。近年，長期低混貯蔵に向く中平生，

中晩生の品種が育成されたが，ポテトチップの周年需要

を満たすために早生，早掘り用途でのチップ用品種も望

まれていた。

特に，網走管内ではチップ褐変が生じやすく品質に難

点があり，貯蔵性の劣る「ワセシロ」に替わるチップ適

性の高い早生品種の要望が大きかった。また同管内は

ジャガイモシストセンチュウ (Globoderαrostochiensis

パソタイプRol)並びにそうか病の汚染が拡大しており，

主力原料用品種にはないこれら土壌病害虫に対する抵抗

性の付与は緊急の課題であった。

今回育成された加工用品種「オホーツクチップJはポテ

トチップ品質に優れ，ジャガイモシストセンチュウ抵抗

性と“中"程度のそうか病抵抗性を持つ。このため高品

質原料の安定供給に向け，普及されることが期待される。

亙 膏種目標と育成経過

「オホーツクチップ」は，ジャガイモシストセンチュ

ウ抵抗性を有する早生でポテトチップ適性の優れる加工

食品用品種の育成を目標として， 1991年に北海道立根釧

農業試験場(以下根釧農試と絡す)において，アメリカ

合衆国で育成された，そうか病に対し比較的強くジャガ
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イモシストセンチュウ抵抗性遺伝子H1を持つ加工用品

種「アトランチックJ9)，17) (北海道優良品種， 1992年)を

母，低温下での器還元糖含量系統の fND860-2J8)を父

とする組合せにより育成した品種である(図 1)。

育成の経過を表1に示した。交配の翌々年に実生個体

選抜試験を開始し，第二次個体選抜試験の後に

fK91032-7Jの系統名を付し，系統選抜試験，生産力検

定予備試験，生産力検定試験と各世代の選抜を進めた。

また， 1994年北海道農業試験場及び1997年北海道立中央

農業試験場(以下中央農試)にてジャガイモシストセン

チュウ抵抗性に関しての検定を行い，抵抗性系統を選抜

した。 1998年からは馬鈴しょ科移転に伴い北海道立北見

農業試験場(以下北見農試)にて根系105号j の系統

表1 育成経過一覧

年次 1991 1993 1994 1995 1996 1997 

試 ヲ〆来匂、 実 第 守/ぢぞ、 生 抵ジ
験 百日 生 統 産 抗ヤ
名 個 次 選

カ検定
性ガ

体
個体 抜試

選イ
選 抜モ
抜 選 験 予 シ
試
抜試

備 ス
験 試 ト
験 験 セ

ン
チ
ニコし

ウ

{共試 123花 1，200 469 7 2 1 

系統数 授粉

選抜 13，765粒 508 7 2 1 1 

系統数 採種

系統名 K91032 K91032-7 

名で生産力検定試験，道内関係機関の系統適応性検定試

験，地域適応性検定試験並びに特性検定試験に供試した。

その結果ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有し，ポ

テトチップ品費に優れていたため， 1999年に「北育2号J

の地方番号を付して奨励品種決定基本調査等， 2000~ 

2002年に奨励品種決定現地調査に供試し， 2003年には実

需者評価を行い実用性を検討してきた。

その結果， f~ヒ育 2 号j はジャガイモシストセンチュ

ウ抵抗性を持つこと，ポテトチップ品質が優れること，

「トヨシロ」よりやや早い早生であること等が評価され

2004年に北海道の優良品種として認定され， 2005年に農

新水産省において fオホーツクチップJ(ばれいしょ農

林52号)と命名登録された。

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

生産力検定試験

生育追跡試験 実需者

施肥量および 評{而

栽横密度皮応試験

系統適応性検定試験

地域適応性
検定試験

奨励品種決定基本調査

奨励品種決定現地調査

各種の特性検定試験

1 1 I 

1 l 

根系105号北育2号

注1)潟鈴しょ科は1998年4月に根釧農試から北見農試へ移転
2) 1997年のジャガイモシストセンチュウ抵抗性選抜は中央農試で行った
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2.生態的特性

「オホーツクチップ」の初期生育は「トヨシロ」の

“やや遅"に対しワセシロ」並の“やや速早期肥

大性は「トヨシロJの“中ワセシロ」の“やや速"

に対し“やや遅"である。枯凋期は fトヨシロj の“中

平"よりやや阜く“早"に匿分されるが，同じ“平"の

「ワセシロj より 3S遅い。いもの休眠期間は「トヨシ

ロJ，rワセシロJより短く“やや短"である。褐色心腐
は「トヨシロJ，rワセシロ j 並の“微中心空洞は

fトヨシロ」より発生は少ないが“微二次生長は「ワ

より少なくトヨシロ」並の“微裂潤は

fワセシロj並の“微"である(表2)。

3.病害虫抵抗性

(1) ジャガイモシストセンチュウ

ジャガイモシストセンチュウ抵抗性は fトヨシロハ

「ワセシロ」の“弱"に対して“強"であり，抵抗性推

定遺伝子型Hlを有する(表3)。

(2) そうか病

そうか病抵抗性は2種類の菌種Streptmycesturgidis-

cαbies， Streptmyces scαbiesともに「トヨシロJ，ワ

セシロJの“弱"に対し“中"と，片親の「アトランチッ

ク」と同程度の抵抗性を有する(表4，5)。

(3) その他の病害

Yモザイク病抵抗性・疫病毘場抵抗性は「トヨシロJ，

fワセシロj と同様の“弱疫病による塊茎腐敗抵抗性

は「トヨシロ」の“やや弱ワセシロ」の“弱"に対

し“やや強七粉状そうか病抵抗性は fトヨシロJ，rワ

の“弱"に対し“やや弱"である(表6)。

他 パレイショ新品種 fオホーツクチップ」の育成

「トヨシロJ，

セシロ」

セシロ」

正樹

特性の概要

1 .形態的特性

「オホーツクチップ」のそう性は「トヨシロJと同様

“やや開張型"である。茎の長さは fトヨシロJ，rワセ
と向様の“やや短茎の太さは「トヨシロJ，

ワセシロj並の“中七茎の色は一次色は「トヨシロJ，

fワセシロJと向様の“緑"二次色は“無分校数は

「トヨシロJ，rワセシロJと同様の“少"である。葉色

は「ワセシロ」の“やや濃緑"に対しトヨシロ」と

開様の“淡結頂小葉の大きさは「トヨシロ」の“や

や小"に対し「ワセシロJと同様“中小葉の大きさ

も「トヨシロJの“やや小"に対し fワセシロj と開様

の“中"である。花の数は「トヨシロ」より少なく，

「ワセシロj並の“中花の大きさは fワセシロ」より

小さくトヨシロJ並の“中七花色は一次色が「ワセ

シロJの“青紫系"に対し， rトヨシロ」と同様の“自"
で，二次色は“無"である。花粉の多少は fトヨシロJ，

「ワセシロj より多い“中結果数は fトヨシロJ，rワ

セシロ」の“無"に対し“稀"である。ふく枝の長さは

「トヨシロJ，rワセシロj の“短"に対し“中いも着

生の深浅は「トヨシロJ，rワセシロ」と同様の“中"で

ある。いもの形は fトヨシロJ，rワセシロJの“篇球"

に対し“球皮色は「トヨシロ」の“黄褐

の“白黄"に対し“褐"である。表皮の粗滑は「ト

ヨシロJと同様の“やや粗 自の深浅は「ワセシロ」

の“深"に対し“浅七肉色は“自"である(表2)。

ワセシ

入谷

国

シロ」

ロ」

形態および生態的特性

中
やや小
中

唯
一
の
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一
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中
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粉
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加
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一次、い中褐色休眠枯
凋
期

阜期初期肉自
の
蛾

皮色

誠
一
微
微
少

捌
一
微
微
微

心腐

微
微
微

司
一
短

縮
一
や
長
長

草
月
一
や早

押
印
ナ

生育

やや速
やや遅
やや速

色
一
白
自
白

浅
やや浅
深

2次色
の分布

無
無
無

2次色

鉦山鉦小鉦山

1次色

島
褐
黄

事
黄
白

品種名

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ
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表3 ジャガイモシストセンチュウ抵抗性検定試験成績(中央・北見農試)

品種名

1999年

寄生程度 増殖率

(f音)

2000年

寄生程度 増殖率

(倍)

2001年
寄生程度 増殖率

(倍)

2002年

寄生程度 増殖率

(倍)

判定

オホーツクチップ 0.0 0.3 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 
ムサマル 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 
トヨシロ 47.5 15.1 50.0 8.1 56.3 15.9 25.0 

注1)寄生程度は 4株を抜き取り株ごとに次の基準により寄生度を調査し，下式により算出した
シスト寄生程度指数 0:シストが全く認められない 1 シストがわずかに認められる

2 :シストが中程度認められる， 3:シストが多数認められる
4:シストが極めて多く認められる

シスト寄生程度=2: (寄生程度指数×当該株数)x 100/ (調査株数x4) 
2)増殖率=収穫時卵数/植付持卵数(卵数は乾土1g当たりの数)
3)試験期間 中央農試・ 1999年~2001年，北見農試・ 2002年

0.1 
0.1 
10.6 

強
強
弱

表4 Streptor.nyces turgidiscαbies優点ほ場におけるそうか病抵抗性検定試験成績(北見・十勝農試)

北見農試 十勝農試

1999年 2000年 2001年 2002年 1999年 2000年 2001年
ー品種名 病い 発 病い 発 病い 発 病い 発 病い 発 病い 発 病い 発 判定

も率 病 も率 病 も率 病 も率 病 も率 病 も率 病 も率 病
(%) 度 (%) 度 (%) 度 (%) 度 (%) 度 (%) 度 (%) 度

オホーツクチップ 97 66 100 74 94 48 100 48 98 78 100 88 99 86 中

トヨシロ 99 70 100 77 100 96 ~~ 
男爵薯 100 83 100 81 99 82 98 77 100 99 100 97 100 91 ~~ 
アトランチック 100 68 100 76 91 50 99 66 100 81 100 87 中

スタークイーン 100 62 100 68 97 65 98 41 97 62 100 69 99 84やや強

Ackersegen 100 58 94 49 48 14 57 16 100 81 100 91 99 55 5会

ユキラシャ 82 30 91 29 70 23 51 14 O O 66 23 ごく強

注1)塊茎ごとに下記の基準により発病程度指数を調査し，下式により発病度を算出した
発病程度指数 O 病斑なし 1 病斑面積率3%以下 2 病斑面積率4~13% ， 

3 病斑面積率14~25% ， 4:病斑面積率26%以上
発病いも率三三(発病指数l以上の塊茎個数)/調査塊茎個数
発病度 2: (発病指数×当該塊茎個数) x 100/ (調査塊茎個数x4) 

表5 Streptor.nyces scαbies擾占枠ほ場におけるそうか病抵抗性検定試験成績(中央・北見農試)

中央農試 北見農試

2001年 2001年 2002年

病い発 病い発 病い発
も率病 も率病 も率病
(%)度(%)度(%)度

品種名

2000年

病い 発
も率 病
(%)度

定申+
l

オホーツクチップ 1 O 11 3 54 32 48 17 中

トヨシロ 84 66 78 33 ~~ 
男爵薯 37 9 24 6 82 63 81 42 ~~ 
アトランチック 56 30 63 25 中

スタークイーン 10 2 4 l 78 51 71 22 やや強

Ackersegen 52 28 20 6 5会

ユキラシャ 2 O 4 I ごく強

注1)発病いも率，発病度の算出方法については表4と同様

表6 その他の病害抵抗性

品種名

オホーツクチップ

トヨシロ

ワセシロ

{病一
力ノ一
イ一

5

5
号

ザ
一
号

5
5

モY
 

性抗抵場
一
弱
弱
弱

習病疫 塊茎腐敗

やや強

やや弱

号雪

粉状そうか病

やや弱

弱

~!ij 
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4.収量

(1) 収量成積

育成地である北見農試における収量成績を表7に示す。

「オホーツクチップ」の株当たり上いも数は「トヨシロυ

「ワセシロ」より多く，よいも平均一個重は両品種より

小さい。上いも重は fトヨシロJ，1ワセシロ」並みであ

るが，規格内いも重は両品種に比べやや少ない。でん粉

価は「トヨシロJ並みで fワセシロ」より高い。

全試験箇所平均を表8に示す。「トヨシロJ， 1ワセシ

ロj との比較では，いずれも株当たり上いも数は多く，

上いも平均一個重は小さく，上いも重はやや劣り，中以

上いも重は劣る。でん粉価は「トヨシロ」より低く「ワ

セシロ」よりは高く，育成地とほぼ同じ傾向である。

(羽生育追跡

北見農試における生育追跡試験成績を国2に示す。

fオホーツクチップ」の上いも平均一個重の増加は「ト

ヨシロJ，1ワセシロ」より遅く，肥大初期から下回って

推移する。上いも重は8月では「トヨシロJ，1ワセシロ」

に劣るが，収穫期には「トヨシロ」並みとなる。中以上

いも重は fトヨシロj よりやや抵くワセシロj より

低く経過する。でん粉倒は8月上旬まで fトヨシロj に

優りその後同等となる，一方 fワセシロ」には常に上回

り推移する。

表7 fオホーツクチップj の育成地における収量成績

株当たり 上いも平均上いも重 標準

品種名 上いも数 一個重 比

(個) (g) (kg/lOa) (%) 

オホーツクチップ 10.2 88 4，147 98 
トヨシロ 9.1 110 4，245 100 
ワセシロ 8.2 116 4，292 101 

注1)北見農試生産力検定試験1999~2003年の 5 カ年平均

(3) 施肥量および栽植密度反応

北見農試における施肥量および栽植密度反応試験成績

を表9に示す。 fオホーツクチップ」は多肥により茎長

が伸びやすく倒伏が多い傾向にあるが，増収効果は認め

られない。また，栽植密度の違いでは疎植により上いも

平均一個薫が増加する傾向にある。

5.油加工品質

表10，11に示すとおり，早掘りおよび収穫後のポテト

チップカラーは「ワセシロJ，1トヨシロJに優り，グ、ノレ

コース含量も抵い。表12のようにgoC貯蔵後も fトヨシ

ロj並みないしそれ以上のチップカラーを示す。休眠明

けが fトヨシロ」に比べ竿く， リコンディショニングに

より芽が伸びやすいためゾ長期間の貯蔵には向かないが，

年明けの1月までの対応が可能である。しかしながら，

6
0

C貯蔵では早期からグルコース含量が増加するため，

チップカラーが劣り「トヨシロJ，1ワセシロ」と向様低

温貯蔵には適さない(表11，12)。

また，実需者による品質調査においても，王手掘り，収

穫時， g， 6
0

C貯蔵とも同様の傾向を示している(表13，

14)。

でん粉 規格内 標準 競格別いも重比率(%)
イ尚 いも重 上ヒ
(%) (kg/lOa) (%) S M L 2L 3L 4L 

17.6 3，650 93 12 49 31 6 l O 
17.5 3，905 100 7 33 41 14 5 
16.7 4，034 103 5 33 44 13 3 

2)塊茎の規格は右記の通り 2以Og上Z玉S<60すg話M<120g~五 L <190g~2L<260g~玉 3L<340g孟4L
3)上いも震は塊茎の重量20g fAJ: (以下 べて同様)
4)規格内いも重は加工用パレイショ規格抗， L， 2L， 3Lを合わせた重量
5)標準比は fトヨシロj比

表8 オホーツクチップ」収量成績の全試験箇所平均

株当たり上いも平均上いも重 標準比 中以上 標準比 でん粉個

品種名 上いも数一個重 いも重

(偲 ε(kg/lOa) (%) (kg/lOa) (%) (%) 

オホーツクチップ 11.2 86 4.227 96 3.513 90 15.6 
トヨシロ 9.7 102 4，390 100 3，906 100 16.0 

オホーツクチップ 12.0 82 4.258 96 3，482 86 15.3 
ワセシロ 9.5 109 4.421 100 4，061 100 14.9 

注1) 1トヨシロJとの比較における試験箇所は試験研究機関4笥所(北農研センター，中央・上川・十勝農試:
1999~2002年)，現地委託試験10箇所(函館市:2002年，美深町，浦幌町:2000年， 2001年，更別村 2001 
年， 2002年，常呂町(現北見市常呂): 2000年，富良野市，土幌町，北見市，斜震町，中標津町:2000~2002 
年)の延べ39箇所
2) rワセシロ」との比較における試験箇所は試験研究機関4筒所(北農研センター:2001年， 2002年，中央農
試，十勝農試:1999~2002年，上)11農試: 1999年~2001年)の延べ13笥所
3)中以上いも重は塊茎の重量60g以上



第93号 (2009)北海道立農業試験場集報6 

施肥量および栽極密度皮応試験成績(北見農試)

施
肥
量

品
種
名
一
オ
ホ
ー
ツ
ク
チ
ッ
プ

でん
粉価
(%) 

17.6 
17.7 
17.9 

17.0 

16.9 

17.5 
17.6 

17.9 
17.5 
17.2 

17.0 

17.1 

上いも平均
一個重
(g) 

82 

85 

94 

77 
86 
91 
105 

107 
123 

105 

116 

135 

株当たり
上いも数
日間)

9.5 
11.0 

12.2 
10.1 
10.9 

13.3 
7.6 

8.8 

9.3 

8.3 
8.9 
9.4 

茎
敗
則
一
山

ω
山一

ω
山
山
一

ω
M
けは一

ω
U
M

塊

躍

(

一
同
時
一
砂
一
俊
一
無
無
一
無
無
無
一
無
無
無
一
鉱
山
無
無

い
刊
捌
一
砂
一
無
微
微
一
無
無
無
一
微
無
少
一
無
一
微
微

倒伏

妙
一
無
無
…
微
一
微
…
微
微
一
笹
川
微
微
一
微
微
…
微

茎数

(本/株)

3.5 
3.9 
3.6 

3.4 
3.6 
3.8 
2.5 

2.8 

2.6 
2.8 

2.9 
2.9 

茎長

(cm) 

48 

47 
48 

50 
53 

54 
51 

53 

61 

56 
57 

56 

黄変期

(月日)

9. 2 
9. 4 
9. 4 
8.31 
9. 2 
9. 3 
9. 3 
9. 6 
9.4 
9. 2 
9. 5 
9. 5 

栽植
密度

表9

植

一

纏

一

植

一

植

ザ
ニ
M
扇
準
一
畑
一
醐
準
一
畑
一
雄
準
一
問

標

一

1

一

標

一

1

標

準

肥

多

杷

標

準

肥

多

肥

ト
ヨ
シ
ロ

規格別いも数割合(%)上いも重
栽植
密産

施
肥
量 4L 

n
u
n
u
n
U
一日
u
n
u
n
u
-
-
i
1
i
T
i
一n
u
-
-
A佳

3L 

1

0

2
一1

1

1
一4

3

0
一3

0

8

句

aム
一

吋

t
ム

マ

B
i

2L 

n
J
A
4
Qニ
ワ
山

ρ
b
Q
J
一

q
U
4
A
Q
d
一
円

J
n
u
ワム

114
噌

1ム

41ム
一

11ム
円

ノ

UM
円

JU

L 

p
b
Q
d

りん一つ臼
Q
u
q
u
一Q
o
n
U

ヴt
一0
0
司
u
n
u

つゐつ
ω
η
J
一つ
ω
ワ
u
n
J
二
J
A
A
q
J
一q
u
q
u
n
J

M 
n
u
n
u

つゐ戸
D

O

O

ワ
ω
一R
U
4
A
p
o
-
ウ

t
o
o
-
-
A

ζ
d
F
b
A
ニ【
b

A

4

4
ニ『
υ
η
J
っ
と
n
J
ワ
ω
ワ
U

S 

P
0
4
4
1
i
一ヴ
t
4
A

つμ
一日
U

ヴt
F
b
一Q
U

ヴt
R
U

噌

l
A
4
3ム
吋

2
よ
一
マ
B
ム

噌

B
よ

噌

E
A
一

標
準
杷

標
準
肥

::1J. 
?i7 

l巴

ィウ
三y・

~E 

品
種
名
一
オ
ホ
ー
ツ
ク
チ
ッ
プ

ト
ヨ
シ
ロ

72 x 40cm (3，472株11Oa)

早掘り時のポテトチップ品質

2週間室温貯蔵後 (8.20)

外観 アグト グルコース
良否 ロン値含量(mg/dl)。 49.0 16 
口 37.5 88 
o 44.5 14 

グノレコース
含量(mg/dl)

10 
110 
42 

平掘り収穫直後 (8.5) 

外観 アグト
良苔 ロン値。 50.5
口 38.0
o 46.7 

表10

でん粉価
(%) 

14.3 
14.1 
13.9 

品種名

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

トヨシロ
比
(%) 

89 
91 

95 

80 
83 
90 

100 
100 

100 
100 

100 
100 

標準肥
標準植比

(kg/lOa) (%) 

密植 4，302 100 
標準植 4，300 100 

疎植 3，947 92 

密植 4，288 100 
標準植 4，299 100 

疎植 4，203 98 
密植 4，417 101 
標準横 4，373 100 

疎植 3，936 90 
密植 4，820 110 

標準植 4，793 110 
諜植 4，460 102 

注1) 2000年~2002年の 3 カ年平均
2)施肥量標準肥 N:P205・K20=4.8: 12.0 : 8.4kg/lOa，多肥は標準肥の1.5倍
3)栽植密度密糠 72x 25cm (5，55δ株110a)，標準植 72x 30cm (4，630株11Oa)，疎植

標準肥
標準植比
(%) 

98 

100 
95 

96 
101 
100 

100 
100 

91 
109 

111 
102 

規格内
いも重
(kg/lOa) 

3.608 

3.673 
3，481 
3，524 

3.700 
3.673 

4，007 
4，016 

3.674 
4.391 

4，441 
4.049 

トヨシロ
比
(%) 

97 

98 
100 

89 

90 
94 

100 

100 
100 

100 
100 
100 

年次

2000 

39 
134 
38 

Q
d
n
U
ワ
t

p
O
Aム
司

i

η
J
つれM
つん

ロ
ム
ロ

o
o
n
u
q
J
 

ワ山

Q
J
R
U

45.9 
35.0 
35.。。。。

15.9 
15.5 
15.1 

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

2001 

71 
121 
110 

30.5 
26.9 
25.。

ロ
ム
口

3
8
5
 

4品
口

6
Q
d

37.1 
28.9 
24.9 。。口

17.1 
15.2 
15.2 

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

2002 

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

42 
114 
54 

。 44.5 27 0 38.8 
o 34.0 96 ム 29.5
O 35.5 63 口 32.4

注1)フライ油温180
0

C，2分。アグトロン値は光質グリーン，粗砕で測定， 11直が大きいほどチップカラーが優れる
2)評価は。:良， 0:やや良，司:中，ム:やや不良 x 不良(以下閉じ)

15.8 
14.9 
14.7 

平均
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同左・リコンディショニング後

芽長 アグト
チップ色外観

(mm) ロンイ度

他:パレイショ新品種「オホーツクチップJの育成

60C貯蔵
アグト
ロン値

収穫後及び貯蔵後のポテトチップ品質

収穫後

正樹入谷

表11

外観チップ色
アグト
ロン値

39.1 
36.1 
36.4 

外観チップ色
品種名年次

。。。
オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

1998 

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

21.3 
19.7 
8.6 

ロ
ム
×

褐
褐
き

淡
淡
ょ
手

日

U
口
凸

ro

d
佳15.8 

13.2 
7.1 

ム
ム
×

13.2 
13.3 
10.7 

ロ
ム
×

褐
褐
ヨ
ヨ

淡
淡
ネ

q
J
q
u
R
U
 

ヴ

t
の
ん

1
i

13.4 
13.5 
9.2 

×
×
×
 

17.5 
14.9 
11.9 

O

口口
淡褐
淡褐
淡褐

q
J

つム

po

n
h
U

ワ臼

13.3 
11.7 
6.9 

ム
ム
×

13.2 
7.3 
4.7 

O
口
×

褐
褐
濃褐

ヮ“
1
i
1ょ

F
H
u
nぺ
U
1
i

10.8 
7.9 
3.7 

ム
ム
×

褐
淡褐
褐

褐
褐
褐

褐
褐
褐

褐
褐
褐

37.9 
30.6 
23.3 。。口

黄
黄
一
隅

40.5 
39.3 
33.5 。。口

黄
黄
淡褐・尻黒

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

1999 

42.2 
37.5 
37.5 

0
0
0
 

黄
黄
黄

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

2000 

36.5 
26.3 
27.5 。口口

電
褐
褐

芸
淡
淡

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

2001 

2002 

37.0 
38.8 
37.3 

O
B
口

策
黄
黄

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

2003 

オホーツクチップ
トヨシロ
ワセシロ

17.3 
16.0 
10.4 

口~O

ム~口
X~口

Q
d
口

o
n
u

巳

u
l
-
-

2
8
7
 

4
9
U
ヴ

i

4
3
ム
司
a
i

X~ム

X~ム

× 

38.9 
34.8 
32.6 

O~@ 
口~O
口~O

平均

ワセシロ

アグトグルコース芽長
ロン値含量(mg/dI)(mm) 

39.3 18 

観
否
一
〉

外
良
一
(

トヨシロ

アグトグルコース芽長
ロン値含輩出g/dl)(mm) 

39.2 34 

観
否
一
〉

外
良
一
(

貯蔵中のポテトチップ品質の推移 (2000年度)

オホーツクチップ

調査日外観アグトグルコ}ス芽長
良否ロン値含量(mg/dI)(mm) 

9.19 @ 42.5 1 

10. 5 
10.20 

表12

収穫

116 
93 

24.5 
22.0 

ム
ロ

F
h
u
ρ
h
U
 

F
O
-
i
 

宅

1
4

30.8 
25.0 

O 
ム

14 
79 

41.3 
36.7 

O 
O 室温保管

6
0

C貯蔵

R
U
内

L
n
U
4ム
ワ
ム
H
A叫L

1
1
ム
ヴ
a
F
h
U
可

i
n
H
d
n
U

ヴ

i
ウ

i
ウ

t
o
o
n
b
ウ

i

6.5 
5.8 
5.0 
5.8 
7.0 
6.9 

×
×
×
×
×
×
 

469 
369 
351 
382 
395 
327 

16.8 
12.8 
12.0 
10.8 
16.9 
12.3 

ム
ム
×
×
ム
ム

252 
307 
390 
454 
378 
395 

18.3 
16.0 
10.5 
8.8 
15.7 
10.。

ム
ム
ム
×
ム
ム

11. 6 
11.20 
12. 5 
12.20 
1.25 
2.26 

gOC貯蔵

181 
156 
164 
162 
178 
158 

20.0 
16.2 
23.0 
18.5 
21.5 
20.1 

ム
ム
ロ
ム
ム
ロ

50 
83 
94 
103 
89 
168 

30.0 
29.0 
24.0 
32.0 
27.3 
17.4 

O
O
B
ロ
ロ
ム

A
性

Q
d
n
L
門

i
n
v
n
δ

ζ
d
口
6
Q
d
ヴ

t
Q
d
z
d

36.3 
27.0 
30.3 
30.8 
29.4 
28.8 

O
口
O
O
口
O

11. 6 
11.20 
12. 5 
12.20 
1.25 
2.26 

5 
26 

4 
21 

7 
18 

186 
172 

22.9 
13.3 

口
× 

13 
34 

127 
205 

23.7 
18.8 

己
ム

26 
88 

138 
105 

27.9 
20.6 

自
ム

1.24 
2.26 

6
0

C貯蔵十
リコンディショニング 。

O 
gOC貯蔵+
リコンディショニング

7 
11 

注1)10月2013から， 6
0C及びgoCでそれぞれ貯蔵した。リコンディショニングは調査日の3週間前から行った。

2) リコンディショニング:低温貯蔵すると塊茎中の還元糖が増加するため，油で揚げた際ポテトチップ色が褐色となり
品質低下となる。この還元糖含量を低下させるため，塊茎を低温から徐々に滋度を上げ18

0

Cで約3還期加温し，還元
糖を減少させる処理。

バ
斗

APHu

q
ん

p
b

苛

B
ム28.8 

20.4 
ロ
ム

11 
36 

54 
54 

41.3 
30.4 

O 
口

50 
155 

60 
28 

39.7 
32.8 

1.24 
2.26 
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表13 早掘り時および普通掘り時のポテトチップ品質 (2000年，芽室町産)

早掘り時 (8.11) 普通掘り (8.31)

品種名 でん粉価グY ノノレV コー ンJ ュクY ロース アグト でん粉価グノノルコースシJ ュクY ロース アグト
含量 含最 ロン値 含量 含量 ロン値(%) (II16100g)(II16100g) (%) (mgflood(mgj100g) 

オホーツクチップ 15.7 0.11 1.20 49.8 15.2 0.25 1.86 47.0 
トヨシロ 15.4 0.27 3.20 48.6 15.4 0.82 2.20 40.8 
ワセシロ 15.0 0.19 1.22 47.6 14.8 0.66 2.42 38.2 

表14 収穫時から貯蔵中のポテトチップ品質 (2000年~2001年，芽室町産)

トヨシロ

調査日グ、ノレコース シユクロース
アグト
芽重 グノレコース シュクロース

アグト
芽重

含量 ロン値 含量 含量 ロン値
(mg!100g) (mg!100g) (%) (mg!100g) (mg/100g) (%) 

収穫時 8.31 0.25 1.86 47.0 0.82 2.20 40.8 

12.13 2.25 6.98 25.0 3.08 2.88 21.6 
6
0

C貯蔵 2.16 2.18 4.26 24.0 0.8 3.86 2.86 18.0 0.2 
4.17 3.52 4.02 15.2 6.2 2.94 1.30 20.0 1.0 

12.12 0.62 2.74 35.6 1.34 2.32 33.4 
goC貯蔵 2.15 0.89 2.50 33.4 1.7 1.12 1.20 31.6 0.0 

4.16 0.88 5.82 24.6 15.2 1.88 1.30 22.4 2.1 

6
0

C貯蔵十 2.14 1.24 2.32 29.2 2.8 1.88 1.66 24.2 0.5 
リコンディショニング 4.13 1.71 3.62 24.0 6.3 1.60 1.94 27.6 2.4 

goC貯蔵+ 2.13 0.53 2.18 39.8 2.9 1.18 1.68 32.8 0.6 
リコンディショニング 4.12 0.81 5.96 29.4 9.5 1.23 2.06 28.6 3.3 

CDよいも平均一個室震の抱移
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N 栽培濯地および栽培上の注意

「オホーツクチップ」は北海道の加工用パレイショ栽

培地帯に遣し，栽培上の注意は次の通りである。

1.肥大性がやや遅く小粒であることから，生育促進に

努める。

2.倒伏しやすい傾向にあるので，過繁茂や軟弱な地上

部生育にならないよう施肥量に留意する。

V 論議

北海道のパレイショ作付は平成に入ってから減少し続

けているが，加工原料用については唯一微増を続けてお

り(毘3)，ポテトチップ用の需要も安定しているへ

70 

60 

50 
一+ー総高絞

ー+ーでん粉原料用

-Jic一生食用

一盛一加工照

一報ーその他言十

学::仁三三tfTE
。下ふ十十→!←ネ子ネ

年

函3 道内パレイショ作付の推移

この間実需者からは，原料の安定供給，品質の改善が

常に要求されており，ポテトチップ品質に優れ，ジャガ

イモシストセンチュウなどの病害虫抵抗d性を持つ加工原

料用品種の育成が進められてきている。

ポテトチップの色であるチップカラーは還元糖の多少

に大きく影響されており 5)，6) 安田ら叫により具体的育

成系統選抜の中でのグ、ノレコース含量によるポテトチップ

品質の選抜が有効であることが明らかになっている。大

波ら聞もグ、ノレコースによるチップカラー選抜の有効性を

確認し，早期世代からチップ品質の選抜を行っている。

北見農試でのポテトチップ適性の高い加工原料用パレイ

ショの選抜では，第二次個体選抜個体のポテトチップカ

ラー，グルコース含量による選抜，系統選抜以降の世代

で貯蔵後の品質検定による低還元糖系統の選抜を行って

おりオホーツクチップj の選抜に当たってもこれら

の手法を用いている。

また，交配組み合わせについても森・西部叫によると

低温下低還元糖性の近縁種と比較的低還元糖性の栽培種

の戻し交雑による加工適性の高い系統の作出の可能性を

示しておりオホーツクチップ」においても，父親の

rND860-2Jは，アメリカノース・ダコタ州立大学にお

いて，抵温下での還元糖蓄積の少ない栽培2倍体種

S.phurejαに由来する系統から選抜された早生の低還元

糖系統で8)パヘ低温貯蔵での還元糖増加が少なく，チッ

プカラーが良好で，北米および北海道におけるチップ用

品種の交配に用いられている此 2)。母親の「アトランチッ

ク」はアメリカ農務省が育成し， 1992年に北海道の優良

品種となった加工原料用品種でジャガイモシストセンチュ

ウ抵抗性と中程度のそうか病抵抗性を有する。「アトラ

ンチックjはそうか病に強い生食用パレイショの「スノー

マーチJ7lの交配親にも用いられており， rオホーツクチッ
プ」の育成に当たってはこれら両親の優れた特性を各種

検定および選抜によって複合的に導入を囲った。

一方で、 rND860-2Jの欠点である高グリコアルカロ

イド含量アトランチック」で発生の多い内部障害で

ある褐色心腐の改善にも留意しオホーツクチップ」

のグリコアノレカロイド含量は加工原料用の主要品種であ

る fトヨシロ」より低く(表15)，内部障害の発生は

「トヨシロJ並みとなっている(表2)。

表団 グリコア/レカロイド含量調査(1999年，北見農試産)

αーソラニン αーチャコニン 合計
品種名

(mg/100gf，w，) (mg/100gf.w，) (mg/100gf，w，) 

オホーツクチップ 2，0土0，7 2.6:!: 0，9 5，3土1.3
トヨシロ 8，0土0.6 11.7土0，9 19.6:t 0.4 

注1)名古箆女子大学 家政学部 11月1臼分析
2) グリコアルカロイド:エグ味の原悶となる， αーソ
ラニンやαーチャコニンなど塩基性窒素化合物

「オホーツクチップj の欠点として肥大性，収量性が

やや劣る，片親の rND-860Jに比べ6
0

Cでの抵温下難

糖化性に劣る，休眠が短く芽の伸張が早いため長期貯蔵

には向かない点などがあげられる。

従来萌芽抑制剤が使われていた時点では抵温下での長

期貯蔵性という課題は起こらずトヨシロ」で十分対

芯可能であった。しかし萌芽抑制剤として使用されてき

たマレイン酸ヒドラジド液離の議録が失効し，使用でき

なくなったことにより，低温貯蔵に不適な「トヨシロj

は3月までのチップ原料としての使用が主体となり，北

海道産と九州産の端境期に安定的に供給できる 4月か

ら6月までの長期低温貯蔵向け品種が要望されている。

最近の品種では「きたひめJ，rスノーデンJ1)が長期貯

蔵向け品種として作付けを伸ばしているがスノーデ

ンj は6月までの貯蔵が可能であるが，ジャガイモシス

トセンチュウ抵抗性を持たずきたひめj は5月まで

しか貯蔵に対応できない現状にある。

また2002年にスウェーテ、ン政府が，炭水化物を多く含
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むパレイショ等を焼く，揚げるなどの高温加熱により，

アクリルアミドが生成されると発表している日)。アクリ

ノレアミドは人体に有害な物質で，おそらく発ガン性があ

るとされる物質に分類されており，パレイショの油加工

食品では還元糖が多いとアクリノレアミドの生成が多くな

ることが知られている。

これらのことから，今後の品種開発においてはジャガ

イモシストセンチュウ抵抗性を必須として、長期貯蔵性

とポテトチップカラーの改良が大きな開発図標となって

いる。

一方早生品種である「オホーツクチップj の今後の改

良点としては，より王手生化，収量性の向上，貯蔵性の改

善があげられる。国内産原料での通年供給を図るために

も，早生化による 8月からの高品質原料の安定供給，ポ

テトチップに適したいもの大きさであるM，L規格収量

が多く，病害や障害の少ない原料歩留まりの高いことが

求められている。このため，総収量の多さではなく，い

も揃いを重視した選抜，そうか病などより強い痕害抵抗

性の付与，内部醸害，緑化等の改良が重要と思われる。

貯蔵性についても 6月までの長期貯蔵向け品種の育

成は急がれているが，早生品種においてもチップ原料の

需給調整のためには3月までの貯蔵性は必要と考えられ

る。原料いもの過不足は常に怒念されており，国産パレ

イショによるポテトチップ原料の安定供給のためには早

生で早期から使える品種，長期貯蔵用品穏と品種構成を

揃えることが重要であろう。

謝辞.本品種の育成にあたり各種の試験にご協力をい

ただいた北海道農業研究センター，岩手県農業研究セン

ター，長崎県総合農林試験場，道立農業試験場，農業改

良普及センターの方々ならびに品賞評価をお引き受け下

さった食品メーカーに厚くお礼申し上げます。

VI 摘要

付表1 育成担当者

入谷正樹 (2001~2003年)伊藤武(1994~2003年)

村上紀夫(1991，1993年)松永浩(1991，1993~ 1994年)

千田安一(1矧， 1問~2000年)関口建二(1995~1997年)

大波正寿(1999~2002年)池谷聡(1998~2003年)

藤田涼平 (2003年) 吉田俊幸(1997年)

兼平修(1997年)

付表2 特性検定試験・系統適応性検定試験等担当者

系統適応性検定試験

北海道立中央農業試験場:越智弘明 (1998~1999年)

吉良賢二 (2000~2002年)

地域適応'性検定試験

北海道立十勝農業試験場:松永浩 (1998年)

生産カ検定試験

独立行政法人

北海道農業研究センター:森元幸(1999~2002年)

奨励品種決定調査等

北海道立十勝農業試験場:松永 浩(1999~2002年)

北海道立上)11農業試験場:南 忠(1999~2001年)

小田義信 (2002年)

特性検定試験

ジャガイモシストセンチュウ抵抗性検定試験

北海道立中央農業試着実場:越智弘明・吉良賢こ

北海道立北見農業試験場:古川勝弘

ばれいしょYモザイク病抵抗性検定試験

北海道立中央農業試験場:向原元美・竹内 徹

後代検定におけるウイノレス抵抗性検定試験

岩手県農業研究センター:門間 剤・高橋大輔

ばれいしょ塊茎腐敗特性検定試験

北海道立十勝農業試験場:松永 浩

粉状そうか病抵抗性検定試験

長崎県総合農林試験場森一幸・向島信洋・中尾敬

青枯病抵抗性検定試験

長崎県総合農林試験場:森一幸・向島信洋・中尾敬

そうか病検定試験

北海道立中央農業試験場:竹内 徹・角野品大

北海道立十勝農業試験場:松永 浩

北海道立北見農業試験場大波正寿

ジャガイモシストセンチュウ抵抗性選抜

北海道立中央農業試験場:吉出俊幸・兼平修
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A New Potato Variety “Okhotsk Chip" 

h在asakiIRITANI* 1， Satoru IKETANI* 2， Ryouhei FUJITA * 2， Keiichi SENDA * 2 
Takeshi ITOH*3， Norio MURAKAMI*4， Hiroshi MATUNAGA不 5

Kenji SEKIGUCH了6，Masatoshi OHNAM了
Toshiyuki YOSHIDA*8 and Osamu KANEHIRA*9 

Summary 

A new potato variety“Okhotsk Chip" was developed by Hokkaido Kitami Agricultural Experiment Station. It was 

selected from the progeny of a cross between “Atlantic" and “ND 860-2" in order to breed a good processing 

quality variety resistant to potato cyst nematode (Groboderαrostochiensis pathotype Rol). The female parent 

“Atlantic" is a potato chip variety with potato cyst nematode resistance and moderately resistant to common scab. 

The male parent“ND860-2" is a breeding line for chip with low reducing sugar content.“Okhotsk Chip" was 

recommended as a new early-maturing potato chip variety by Holdmido govemment in 2004 and registered as 

“Potato Norin No. 52" by the Ministry of Agriculture， Forestry and Fisheries of ]apan in 2005. 

“ Okhotsk Chip" is a early ma従tl山1立江I工一i泊ngpotato va紅ri捻etザywith round， white tuber ar口ldgood chipping quality. The 

reducing suga創rcontent 0ぱf“Okhot岱skChip"おslower t也hantl也1a討tof 

immediately after h句、restor after short-tellli storage. Glycoalkaloid content of “Okhotsk Chip" tubers is lower than 

that of “Toyoshiro". 

“Okhotsk Chip" is resistant to potato cyst nematode and moderately resistant to common scab 

* 1 Hokkaido Kitami Agricultural Experiment Station， Kunneppu， Hokkaido， 099-1496 ]apan (Present; Hokkaido 

Central Agricultural Experiment Station， Naganuma， Hokkaido， 069-1395 ]apan) 

E-mail: uitams@agli.pref.hokkaido.jp 
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Iwamizawa， Hokkaido， 069-0361 ]apan) 

ditto (Present; Hokkaido Tokachi Agricultural Exepreiment Station， Memuro， Hokkaido， 082-0071 ]apan) 
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